
再評価結果（平成３０年度事業継続箇所）

担 当 課：国道・技術課

担当課長名：東川 直正

事業名 地域高規格道路ＩＣアクセス道路 事業 事業

一般国道２１２号 日田拡幅 区分 一般国道 主体 大分県
ひ た かくふく

起終点 自：大分県日田市大字三和 至：大分県日田市大字渡里 延長 ２．８５km
おおいた ひ た み わ おおいた ひ た わた り

事業概要

当道路は、地域高規格道路中津日田道路「日田山国道路」（延長約８．８ｋｍ）の（仮）三和ＩＣへの
なか つ ひ た ひ た やまくに み わ

アクセス道路であり、日田市と中津市とのアクセス改善による産業、観光等の支援をするとともに、安全
ひ た なか つ

で円滑な交通の確保を目的とした現道拡幅事業である。

Ｈ２３年度事業化 Ｓ３９年度都市計画決定 Ｈ２５年度用地着手 Ｈ２７年度工事着手

Ｈ２４年度都市計画変更

全体事業費 ７３億円 事業進捗率 ６６％ 供用済延長 ０km

計画交通量 15,900～22,700台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

分析結果 (事業全体) ２５/７７億円 １０８/１０８億円 平成３０年

１．４ 事 業 費：21/73億円 走行時間短縮便益：97/97億円

(残事業) 維持管理費： 4/ 4億円 走行経費減少便益：10/10億円

４．４ 交通事故減少便益： 2/ 2億円

感度分析の結果

【事業全体】交通量変動 ：B/C=1.3～1.6（交通量 ±10%）【残事業】B/C=3.9～4.8（交通量 ±10%）

事業費変動 ：B/C=1.4～1.5（事業費 ±10%） B/C=4.0～4.8（事業費 ±10%）

事業期間変動：B/C=1.4～1.5（事業期間±20%） B/C=4.2～4.5（事業期間±20%）

事業の効果等

・日田市街地の交通混雑の緩和

・日田市街地と中津市とのアクセス改善による産業、観光等の支援

・歩行・自転車空間の確保による交通安全性の向上

関係する地方公共団体等の意見

大分県日田市、中津市、熊本県阿蘇市、小国町、南小国町長や市・町議会議長及び商工会議所で構成す

る一般国道２１２号改修促進期成会（会長：日田市長）による要望活動が行われている。

事業評価監視委員会の意見

事業継続を妥当と認める

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

－

事業の進捗状況、残事業の内容等

平成２５年度から用地買収に着手している。平成３０年度末時点で、事業進捗率は約６６％（事業費ベ

ース）、用地補償進捗率は約７９％（面積ベース）となっている。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

市街地部の事業のため、補償物件が多いが、地元や関係機関と協力しながら、用地買収を積極的に進め、

早期供用に努める。

施設の構造や工法の変更等

・舗装構成の見直し、交通安全施設の見直し、既設橋の耐震設計の見直し

・H29九州北部豪雨の影響による橋梁下部工での根固工の追加

・新技術・新工法の積極的な活用及び建設副産物対策により、着実なコスト縮減に努める。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

事業の必要性、重要性は変化なく、費用対効果の投資効果も確保されているため。



事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
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